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放流した鮭が戻ってきました！ 

1100//2222 油油流流出出事事故故のの対対応応訓訓練練をを開開催催ししままししたた！！ 

 今年度、管内では多くの油の流出事故が発⽣しています。主
な原因はホームタンクが⽼朽化などにより破損したものです。
 川に油が流出すると、⽔質が悪化し⿂類等の⽣息や農業⽤⽔
等の取⽔もできなくなる場合があります。そのため、更に下流
へ油が流出しないよう、河川内での回収作業が必要になります。

岩⾒沢河川事務所では迅速かつ的確な対応を⾏うため、
10/22 に市町村、消防と共に訓練を実施しました。訓練には 30
名程度が参加し、オイルフェンスの設置訓練や河川に流出した
油の回収作業を⾏う上での留意点を確認しました。

万が⼀油が流出した際は、すぐに河川事務所や市町村、消防署に連絡をお願いします。 
【速やかな対応が被害の拡⼤を防ぎます】 

 幾春別川を良くする市⺠の会の主催により、⼩学⽣33名参加により、
幾春別川を遡上する鮭の特別採捕⾒学会が⾏われました。岩⾒沢河川事
務所では海から帰ってきた鮭の観察を通じて、⽔辺環境の保全の⼤切さ
を理解してもらうため、⾒学会と併せて川の⽔質調査・⽔⽣⽣物調査を
⾏い、⼩学⽣ 33 名が参加しました。 
 毎年 4 ⽉には岩⾒沢河川事務所や地域の⼩中学校、幼稚園・保育園
などで発眼卵から飼育した稚⿂を放流しています。海で育った鮭が⽣ま
れた川に戻って来るよう、川のきれいな利⽤をお願いします。

⾒学会が⾏われた川向頭⾸⼯は川か
ら農業⽤⽔を取り⼊れるための施設で
す。河川を横断する施設により河道に
⼤きな落差が⽣じた場合、⿂の遡上の
障害になります。岩⾒沢河川事務所で
は施設管理者と調整・連携を図り、「⿂
道」を整備しています。 

⿂がのぼりやすい川づくり 

幾春別川の⽔質 

⽔質事故対応訓練の状況 

BOD(⽣物化学的酸素要求量)とは？ 
 微⽣物が汚れを分解するために必要な酸素量のことで
す。BOD が⾼い程、汚れの量が多いため、川が汚れている
ことになります。 BOD75％値の経年変化 

川向頭⾸⼯に整備した⿂道 

河川の⽔質を評価する指標として⼀般的には「BOD」
が使われます。右のグラフは幾春別川の２つの観測点に
おける BOD の測定結果です。どちらも安定して環境基
準(A)を⼗分に下回っており、きれいな河川です。 

・タンクや配管の劣化損傷のチェック 
・バルブの閉め忘れの確認 

・給油中はその場を離れない 
・油がこぼれたら速やかに回収 

きれいな河川を守るためにも、油の取り扱いに⼗分注意を！
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